
次の問いに答えよ。１
　を定数項とする多項式    が次式の積に因数分解できる

　とき、 アイ である。

　をを満たす整数とするとき、と  の下桁が一致する最大の

　はウエオである。

　を以上の整数とする。個のサイコロを回投げるとき、以下の目が出る

　回数が  回以上となる確率がを下回る最小のは カキ である。

　△において辺の長さが、、 であるとき

　∠クケコである。

　    の



における最大値は サシ 、最小

　値はスセソである。

　ベクトルが、つのベクトル、 、 、、、  の両方に垂直

　であり、ベクトル、、  との内積がのとき、

　  タ 、 チ 、 ツ  である。

　を虚数単位とするとき、
  

 




テト




ナニ
である。

　
 



   



 

 



   のとき、 ヌネ である。

　で定義される関数  の第次導関数が存在し、
   

   

　が満たされるとき、   ノ 、    ハヒ 、   
フ

へ
である。

　実数全体で定義される関数  が  
 




   を満たすとき、

　 


  
ホ

マ
である。

解説

　    とおくと

　　　　　　
       



　  がか平方数となるとき、与式は次式の積に因数分解できる。

　になることはないので、  の判別式をとおくと

　　　　　　



  ･  

　　　　∴　

　

　与式    とおくと、、、は整数で、 とする

　              

　与式と係数比較をすると

……①

……②

……③

……④

……⑤

　　　　　　　

  

 

  

  

 

　①、②より、、は二次方程式  の解より

　　　　　　　    

　　　　　∴　、

　より、、

　③より、

　　　　　∴　

　④より、･･  

　　　　　∴　

　⑤より、  ･

　とおくとただし、、は以上以下の整数とする

　  の下桁はの乗の下桁と一致するので

　　　　　　　 
      

　より、題意を満たす数は、 と  の下桁が一致する。

　の下桁は、  の下桁は  の下桁となるので

　　　　　　　、、、

　となる。、  とおくと

　・のとき

　　　　　
 

 

　　となるので、との下桁が一致するのは、である。

　　よって、

　・のとき

　　　　　
  

  

　　となるので、の下から桁目の数は、の下から桁目の数は、の下桁の

　　数である。よって

　　　　　
          

          

　　表より、との下桁が一致するのは、となる。

　　よって、

　・のとき

　　　　　
  

  

　　となるので、の下から桁目の数は、の下から桁目の数は、より

　　との下桁が一致するのは、となる。

　　よって、

　・のとき

　　　　　
  

  

　　となるので、の下から桁目の数は、の下から桁目の数はの下桁の

　　数となる。よって

　　　　　
          

           

　　表より、との下桁が一致するのは、となる。

　　よって、

　以上より、

　と  の下桁が一致するのは、    がの倍数となるとき

　である。

　また、とは互いに素で、  ･  よりとのどちらかはの倍数

　である。

　を満たすの倍数は、、、、であるので、と

　すると、となる。このとき、がの倍数、がの倍数より、

　  はの倍数となるので適する。よって、

　個のサイコロを回投げるとき、以下の目が出る回数が  回以上となる確

　率を  とすると

　　　　　　  


 



  ･



 




 

 



  ･



 




 

 




　　　　　　　
  


･



 




　ここで、     
      


･

 

 





  


･



 




　　　　　　　　　   ･
 

 




　で、     となるので  は単調減少となる………①

　よって、、  



より

　　　　　　　
  


･



 







………②

　　　　　∴　
      　　　　　　　　

　を代入すると、で不適

　を代入すると、となり適する。

　よって、①より、で②は成り立つので、最小のは　　

◇２０２４年度　藤田医科後期



　余弦定理より

　　　　　 
   


  


  ･ ･･

　　　∴　 

　　　∴　



　よって、∠

　        

　　　　　　　　　　　　　　　　　･
 


･




･

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　

　　 ただし、は、 



、 




を満たす鋭角

　



より、

　よって、



のとき、最大値

　　　　　のとき、つまりのとき、最小値

　 、、 とおくと

　⊥かつ⊥より、･かつ･

　よって、……①かつ……②

　また、･より、……③

　①～③を連立して、、、

　よって、 、、

　  、  として

　
  

 
とおくと

　　　　　　  
  

 

　　　∴　　  

 









 









　　　∴　  









　　　∴　    









　よって、
 

 



 は整数

　　　∴　
 

 





　より、、

　よって、








、











　解答欄に適するものは、









　左辺
 



   



 

 



  

　　　　
 



 
  


　　　　
 



 


 
 



　　　　
 



 
 



　　　　
 



        

　　            ……       

　　　　       

　　　　    

　よって、     

　　　　　　∴　     

　　　　　　∴　 

　　　　　　∴　　

　　　　　　　　　　　

　    
   ……①にを代入すると、

　　　　　　　　 
   

　  は実数より、  

　①の両辺をで微分すると

　　　　　　　　   
     ･   ･


   ……②

　を代入すると

　　　　　　　　 
      ･


   

　　　　　　∴　   

　　　　　　∴　   

　②の両辺をで微分すると

　　　　　　　　     ･


      ･


     ･   ･


   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ･ 
    ･  

　　　　　　　     ･


     ･   ･


      ･ 
    ･  

　を代入すると　　

　　　　　　　   ･


      ･


    
    ･  

　　　　　∴　･  ･     ･
 ･ 

  ･

　　　　　∴　   




　



   とおくと、  

 

　よって、



   

　　　　　　



   

　　　　　　


         

　　　　　　 


    

　　　　　　




 



  

　　　　　　


  

　よって、


  

　　　　　∴　  

　　　　　∴　
  

　　　　　∴　　　　　　　　　　　

　これより、  
 となるので

　　　　　　　 


   

 

　　　　　　　　　　　




 





　　　　　　　　　　　




表題



　次の問いに答えよ。２
　関数  の導関数の定義を述べよ。

　で定義される関数   を導関数の定義に従って微分せよ。

　実数全体で定義される関数   を導関数の定義に従って微分せよ。

　ただし、
 




は証明なしに用いてよい。

解説

　
 


    


が存在するとき、これを関数  の導関数という。

　
 


    




 


   



　　　　　　　　　　　
 


   

    

　　　　　　　　　　　
 




    

　　　　　　　　　　　
 




   

　　　　　　　　　　　




　よって、   




　
 


    




 


    



　　　　　　　　　　　
 


  



　　　　　　　　　　　
 


    



　　　　　　　　　　　
 
 ･

 


 ･





　　　　　　　　　　　
 
 ･

  

  
 ･





　　　　　　　　　　　
 
 ･

 

  
 ･





　　　　　　　　　　　
 
 ･･



 






 
 ･





　　　　　　　　　　　

　よって、   

　
 


    




 


    



　　　　　　　　　　　　
 


 











　　　　　　　　　　　　
 
 




･










　　　　　　　　　　　　

　よって、   

　個の値からなるデータ３
　　　　　　　　　、、、

をデータとし、個の値からなるデータ

　　　　　　　　　、、、、

をデータとする。ただし、データとデータの分散は等しく、は正の数値

である。次の問いに答えよ。

　データの平均値と分散を求めよ。

　の値を求めよ。

　平均値が、分散がの個の値からなるデータがある。このデータをデータ

　に追加してできる個の値からなるデータをデータとした。データの平均値と

　分散を求めよ。

解説

　データの平均値は

　　　　　　
   




　分散は、
   

   
   

  




   



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　分散は、
  

  


  

   




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　データの平均値は

　　　　　　
    




 



　分散は、データと等しいので

　　　　　　
  

   






 
 




　　　　∴　
   




　　　　∴　  

　　　　∴　    

　より、

　追加された個のデータを   、、……、 とすると　　　　　

　　　　　　



  



  




  







 

　　　　∴　
 



  


 






 

　よって、データの平均値は

　　　　　　


  
 



  
 




　分散は

　　　　　　


 
    

      
 






   
 




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表題


